
特集 デフレ完全脱却に向けた「成長と分配の好循環」の加速

厚
生
労
働
省
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」
で
は
、
実

質
賃
金
の
前
年
比
が
2
0
2
2
年
4
月
か
ら
2
0
2

3
年
11
月
ま
で
20
カ
月
間
も
マ
イ
ナ
ス
を
続
け
て
い

る
。
こ
れ
は
、
名
目
賃
金
が
物
価
上
昇
率（
帰
属
家

賃
を
除
く
消
費
者
物
価
・
総
合
指
数
）を
下
回
っ
て

い
る
状
態
で
あ
る
。
家
計
の
購
買
力
は
漸
減
し
、
実

質
消
費
を
下
押
し
す
る
圧
力
に
な
っ
て
い
る
。

原
因
の
一
つ
は
、
物
価
上
昇
率
が
高
過
ぎ
る
こ
と

だ
。
企
業
に
と
っ
て
、
名
目
賃
金
は
動
か
せ
る
も
の

で
あ
る
一
方
、
物
価
上
昇
率
は
外
的
要
因
と
な
る
。

こ
の
物
価
上
昇
率
が
2
・
6
〜
4
・
9
％
で
推
移
し

て
き
た
の
で
、
さ
す
が
に
2
0
2
3
年
度
の
賃
上
げ

を
も
っ
て
し
て
も
実
質
賃
金
プ
ラ
ス
転
化
の
実
現
は

難
し
か
っ
た
。
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
世
界
で
最

も
極
端
な
金
融
緩
和
を
続
け
て
き
た
日
本
銀
行
が
、

金
利
を
正
常
化
さ
せ
て
、
行
き
過
ぎ
た
円
安
を
是
正

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
政
府
に
も
、
物
価
上
昇
率

が
「
安
定
的
に
2
％
を
上
回
る
」
こ
と
を
日
銀
に
課

し
て
、
事
実
上
最
低
2
％
超
の
物
価
上
昇
を
「
安

定
」
の
条
件
と
す
る
縛
り
を
見
直
す
柔
軟
性
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
分
配
重
視
や
好
循
環

実
質
賃
金
を
上
げ
る
に
は
、
価
格
転
嫁
と
は
別
に

生
産
性
上
昇
が
不
可
欠
に
な
る
。
雇
用
者
1
人
当
た

り
の
生
産
物
が
1
0
0
個
増
え
る
か
ら
、
そ
の
成
果

が
分
配
さ
れ
て
実
質
賃
金
は
増
え
る
。
生
産
性
上
昇

あ
り
の
分
配
政
策
、
好
循
環
で
な
く
て
は
意
味
が
な

い
。「

働
き
方
改
革
」
の
再
起
動

名
目
賃
金
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
価
格
転
嫁
と

生
産
性
上
昇
は
必
要
だ
。
そ
し
て
、
賃
金
の
上
昇
が

物
価
上
昇
率
を
上
回
る
た
め
に
は
、
生
産
性
上
昇
を

よ
り
高
め
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
し
か
し
、
計

測
さ
れ
る
生
産
性
＝
実
質
労
働
生
産
性
は
、
こ
こ
数

年
を
見
る
と
高
く
な
い（
図
表
）。
日
本
の
生
産
性
は
、

Ｇ
7
諸
国
の
み
な
ら
ず
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
中
で

も
低
い
水
準
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
筆
者
は
、
多
く

の
企
業
で
生
産
性
上
昇
の
余
地
は
大
き
く
、
努
力
と

工
夫
次
第
で
実
質
賃
金
を
上
昇
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
と
み
て
い
る
。
例
え
ば
、
運
輸
・
建
設
・
医
療

の
各
分
野
で
は
今
後
、
年
間
の
労
働
時
間
規
制
の
上

限
が
厳
格
化
さ
れ
る
。い
わ
ゆ
る「
2
0
2
4
年
問
題
」

で
あ
る
。
他
の
産
業
で
も
人
手
不
足
感
が
強
ま
っ
て

い
る
。
人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に
、
仕
事
の
プ

ロ
セ
ス
を
大
胆
に
変
え
、
省
人
化
・
ロ
ボ
ッ
ト
化
を

推
進
す
れ
ば
、
労
働
生
産
性
は
必
ず
上
が
る
。
人
手

不
足
と
は
別
に
、
企
業
内
に
は
「
成
果
に
貢
献
し
な

い
無
意
味
か
つ
有
害
な
役
割
」
が
残
る
。
ブ
ル
シ
ッ

ト
・
ジ
ョ
ブ

（
注
３
）だ
。
こ
れ
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
せ
ず
、

敢
然
と
つ
ぶ
し
て
い
く
活
動
が
な
く
て
は
い
け
な
い
。

「
変
革
す
る
と
自
分
の
縄
張
り
や
役
割
が
な
く
な
る
」

と
躊
躇
す
る
組
織
カ
ル
チ
ャ
ー
も
見
直
し
た
い
。

2
0
0
0
年
以
降
、
わ
が
国
で
春
季
労
使
交
渉
の

成
果
が
乏
し
か
っ
た
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
企
業
の

人
員
構
成
の
高
齢
化
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
団
塊
世

代
が
50
代
に
な
り
、
彼
ら
の
賃
上
げ
が
固
定
費
負
担

に
跳
ね
返
り
や
す
く
な
っ
た
。
日
本
的
経
営
に
お
け

る
ス
キ
ル
形
成
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
中
心
で
あ
っ
た
点
が
弱
点

に
な
り
、
20
・
30
代
の
若
手
を
年
長
者
が
教
え
る
体

制
が
陳
腐
化
し
た
。ChatGPT

な
ど
の
活
用
で
は
、

50
・
60
代
が
20
代
に
教
え
て
も
ら
う
世
界
に
な
っ
て

い
る
。
課
題
は
、
40
〜
60
代
の
人
材
の
ス
キ
ル
を
高

度
化
さ
せ
る
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
も
っ
と
積
極
的
に
行

う
こ
と
だ
。
人
的
資
本
を
高
度
化
さ
せ
て
、
息
の
長

い
生
産
性
上
昇
を
追
求
す
る
。
こ
れ
が
構
造
的
賃
上

げ
の
条
件
に
も
な
る
。

こ
の
議
論
は
少
し
複
雑
で
、
個
々
の
雇
用
者
が
リ

ス
キ
リ
ン
グ
に
励
む
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
。
企
業

が
リ
ス
キ
リ
ン
グ
で
身
に
つ
け
た
ス
キ
ル
を
積
極
的

に
活
用
し
、
現
場
経
験
を
積
ま
せ
る
必
要
が
あ
る
。

残
念
な
が
ら
、
企
業
内
で
は
メ
ン
バ
ー
の
才
能
よ
り

も
会
社
で
教
え
た
ス
キ
ル
を
偏
重
す
る
き
ら
い
が
あ

る
。
外（
会
社
以
外
）で
雇
用
者
が
自
腹
で
身
に
つ
け

た
ス
キ
ル
を
無
視
す
る
人
も
い
る
。
こ
れ
で
は
ダ
メ

だ
。
筆
者
は
、
人
材
活
用
に
つ
い
て
過
去
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
企
業
と
外

資
系
企
業
で
は
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
て
も
、
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

驚
い
た
。

も
し
も
、
会
社
が
個
々
の
雇
用
者
の
タ
レ
ン
ト
を

活
用
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
雇
用
者
が
他
社
に
転
職

し
て
、
手
腕
を
振
る
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備

し
た
方
が
よ
い
。
具
体
的
に
は
、
完
全
な
職
務
給
、

ジ
ョ
ブ
型
の
専
門
職
ポ
ス
ト
を
増
や
し
、
社
外
か
ら

の
獲
得
人
材
の
層
を
厚
く
す
る
。
現
状
は
、
専
門
職

ポ
ス
ト
が
あ
っ
て
も
根
強
く
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
の

布
陣
に
な
っ
て
お
り
、
生
え
抜
き
主
義
の
ま
ま
で
あ

っ
た
り
す
る
。
人
事
評
価
は
プ
ロ
が
行
わ
な
け
れ
ば
、

公
正
な
処
遇
は
行
え
な
い
。

生
産
性
上
昇
は
、
産
業
レ
ベ
ル
、
企
業
レ
ベ
ル
で

考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
雇
用
者
単
位
で
考
え
る

と
、
人
的
資
本
形
成
、
キ
ャ
リ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ
、
適

切
な
処
遇
の
三
つ
が
重
要
だ
。

2
0
1
8
年
頃
、「
働
き
方
改
革
」
が
話
題
に
な

っ
た
が
、
様
々
な
経
緯
が
あ
り
、
こ
れ
は
労
働
時
間

制
限
を
軸
に
し
た
規
制
色
の
強
い
も
の
に
変
わ
っ
た
。

実
際
、「
2
0
2
4
年
問
題
」
は
そ
の
流
れ
の
先
に

あ
り
、
改
革
の
中
身
は
各
企
業
が
考
え
る
べ
き
宿
題

と
し
て
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
の
「
働
き

方
改
革
」
を
再
起
動
し
て
、
持
続
的
な
生
産
性
上
昇

を
現
実
化
す
る
変
革
に
衣
替
え
し
て
い
く
こ
と
を
望

む
。

を
掲
げ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
ス
カ
ー
ト
の

裾
を
踏
ん
で
い
る
」
の
と
同
じ
こ
と
に
な
る
。
実
質

賃
金
の
プ
ラ
ス
転
化
に
向
け
て
、
過
去
の
ル
ー
ル
を

見
直
す
方
向
に
前
進
し
て
ほ
し
い
。

過
去
、
第
2
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
時
も
、
1
9

8
0
年
に
は
物
価
上
昇
率
が
高
過
ぎ
て
実
質
賃
金
は

マ
イ
ナ
ス
の
伸
び
だ
っ
た
が
、
物
価
上
昇
が
落
ち
着

い
て
く
る
の
に
従
い
、
1
9
8
1
年
4
月
以
降
は
実

質
賃
金
の
プ
ラ
ス
転
化
が
実
現
で
き
て
い
る
。
当
時

日
銀
は
、
1
9
8
0
年
中
に
5
回
も
利
上
げ
を
行
い
、

物
価
抑
制
に
動
い
て
い
た
。

価
格
転
嫁
だ
け
で
は
不
十
分

現
状
、
中
小
企
業
の
賃
上
げ
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、

春
季
労
使
交
渉
の
成
果
だ
け
で
は
十
分
に
マ
ク
ロ
の

賃
金
上
昇
が
見
込
め
な
い
と
い
う
意
見
が
多
い
。
そ

し
て
、
中
小
企
業
の
賃
上
げ
の
遅
れ
の
原
因
は
、
原

材
料
コ
ス
ト
な
ど
の
価
格
転
嫁
の
遅
れ
だ
と
み
ら
れ

て
い
る
。
一
部
で
も
価
格
転
嫁
が
で
き
た
と
回
答
し

た
企
業
の
割
合
は
、
中
小
企
業
庁
の
調
査（
2
0
2

3
年
10
〜
12
月

（
注
１
））で
は
45
・
7
％
に
と
ど
ま
る
。
帝

国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調
査（
2
0
2
3
年
7
月
）で
も

43
・
6
％

（
注
２
）と
過
半
に
届
か
な
い
。
人
件
費
ベ
ー
ス
で
、

中
堅
・
中
小
企
業（
資
本
金
10
億
円
未
満
）の
企
業
全

体
に
占
め
る
割
合
は
75
％（
2
0
2
2
年
度
）で
あ
る
。

こ
れ
ら
中
小
企
業
の
賃
上
げ
を
阻
ん
で
い
る
の
は
、

価
格
転
嫁
の
難
し
さ
だ
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
本
当
に
そ
れ
だ
け
な
の
か
。
思
考
実
験

と
し
て
、
全
て
の
中
小
企
業
が
1
0
0
％
の
価
格
転

嫁
が
で
き
た
と
し
よ
う
。
そ
の
場
合
、
賃
上
げ
は
で

き
る
が
、
そ
の
一
方
で
物
価
が
さ
ら
に
上
昇
率
を
高

め
て
し
ま
う
。
例
え
ば
、
価
格
転
嫁
に
よ
っ
て
中
小

企
業
全
体
が
1
0
0
億
円
の
利
益
を
捻
出
し
た
と
仮

定
す
る
と
、
そ
の
1
0
0
億
円
を
全
て
賃
上
げ
に
回

し
て
も
、
物
価
上
昇
分
の
1
0
0
億
円
に
購
買
力
が

食
わ
れ
て
、
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
と
な
っ
て
し
ま

う
。同

じ
こ
と
が
、
好
循
環
シ
ナ
リ
オ
に
も
言
え
る
。

企
業
が
人
件
費
を
1
0
0
億
円
増
や
し
、
そ
の
コ
ス

ト
を
製
品
価
格
に
フ
ル
に
転
嫁
し
て
も
、
物
価
が
1

0
0
億
円
ほ
ど
高
く
な
り
、
購
買
力
の
増
減
は
相
殺

さ
れ
る
。

第
一
生
命
経
済
研
究
所
首
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

熊くまの
野
英ひでお
生

実
質
賃
金
を
プ
ラ
ス
に
転
化
さ
せ
る
条
件

（注１）「価格交渉促進月間（2023年９月）フォローアップ調査の結果について（確報版）」
（2024年１月12日公表）
（注２）「価格転嫁に関する実態調査」における「価格転嫁率」

（注３）ブルシット・ジョブ（Bullshit Jobs）：アメリカの人類学者デヴィッド・
グレーバーが2018年の著書『Bullshit Jobs：A Theory』で定義
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①GDP統計の労働時間・就業者数を使って計算

②毎月勤労統計の労働時間・就業者数を使って計算

実質労働生産性：前年比％

図表 労働時間当たりの生産性

2023年は1-9月の前年比
出所：内閣府、厚生労働省
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